
国際教養コース 留学報告会のご案内国際教養コース 留学報告会のご案内
国際教養コース生が自らの留学成果を発表します。国際教養コースに興味のある方ならどなたでも参加可能です！国際教養コース生が自らの留学成果を発表します。国際教養コースに興味のある方ならどなたでも参加可能です！

●日時：５月27日（土）　14：00~15：30
●場所：茨城高等学校
●申し込み方法：小学生、中学生および保護者の方は右のQRコードから
 お申し込みください。学校・塾関係者など、その他の方は
 お電話でお申し込みください。（担当　木村）

中学生の方▼ 小学生の方▼

https://lsg.grapecity.com/ibaraki_h/App/ https://lsg.grapecity.com/ibaraki_j/App/お問合せ▶茨城高等学校　〒310-0065　茨城県水戸市八幡町16-1
 TEL 029-221-4936　FAX 029-221-4923　https://www.ibaraki-jsh.ed.jp/

Studying abroad in Canada was a life-changing experience for me. When I arrived at the very 
beginning, I found it difficult to understand what teachers and classmates were saying, but I never 
gave up. Instead, I tried hard to converse as much as possible, even when it was challenging. Over � ve 
months, I learned not only standard English but also a large amount of slang and useful expressions 
that I could never have picked up in Japan. � is allowed me to connect with the locals on a deeper level 

and fully immerse myself in Canadian culture. 
   Joining the volleyball team was a really valuable experience for me. I made a lot of friends from the 
team and talked with them a lot. I was the only international student in the team so I could get soaked 
in native English.

Looking back, I can honestly say that those five months were some of the best of my life. I met 
incredible people, saw beautiful sights, and had unforgettable experiences. Even now,  I treasure those 
memories and hold them close to my heart.

English is universal, and spoken by millions of people across the globe. By improving my 
English skills, I can communicate with more people, read more books and articles, and access more 
opportunities. I want to keep studying English because it helps me to broaden my world.

３年（GLAC２期生 内原中出身）

井立田　日　香　　IELTS 6.0 取得

　カナダでの約５カ月間の留学を経て、私が一番得られたと思う成果
は「自立」です。家族や慣れ親しんだ友達と離れ、カナダという日
本とは気候や時間、言語までもが違う環境で過ごすために、そこに
適応し、家事や手続きなど様 な々ことを自力で行っていく必要がありま
した。最初のうちは、日々 英語が飛び交い、誰も知っている人がい
ない中で戸惑い、孤独感も味わいましたが、目の前に立ちはだかる
障壁を自分なりに一つ一つ乗り越えていくことで、自立の精神が養わ
れていったと思います。それは、日本から離れて厳しい環境に身を
置いたことで得られた経験だったと思います。
　いくら厳しい環境で孤独感を味わったと言っても、ホストファミリー、
アドバイザーや現地の先生を始め、日本にいる先生や家族、友達に
も支えられたおかげで現地での生活を送ることができました。カナダ
での生活を経て、自分でやらなければならないことが日本のときより増
え、人間的に成長するとともに支えられているありがたみを知ることが
できました。

３年（GLAC２期生 茨城中出身）

橋　本　　　開
英検準１級取得

　私は、留学を通じて、友達を１００人以上作るという目標を達成す
るためにサッカー部やボランティア活動に積極的に参加しました。私
が所属していたチームは、８カ国の選手で構成された２０名で活動し
ました。世界各国から来た留学生のロッカールームは、あらゆる言語
が飛び交い、とても刺激的なものでした。そのようなメンバーは、誰
一人として人種や文化の違いに対し差別したりするようなことはなく、
お互いを尊重し、勝利を目指して戦ったことで、半年という僅かな期
間の中で固い絆を育むことができたと思います。
　異文化理解とは、情報を得たり想像したりするよりも、現地に行っ
てみて体験するべきだと思います。例えば、カナダには、中国人やイ
ンド人などのコミュニティがたくさん形成されていて、広く根付いてい
ます。私は、フィリピンからの移民の家庭にホームステイをしました。
　カナダで知り合った世界の仲間は、今は自分の国に帰っており、
南極大陸以外のすべての大陸に友達が散らばっています。その仲
間とは、今は連絡を取り合っていますが、またいつか会える日を楽し
みにしています。

３年（GLAC２期生 日高中出身）

市　原　涼太郎
英検準１級取得
カナダ・デルタ地区の留学生代表に選出

　高校時代に留学を経験したことは、推薦入試のみならず一般入
試においても大いに役立ちました。一つ目はもちろん、英語力が向上
したことです。日々 英語を使って生活していたことで４技能全てを伸
ばすことができ、入試や英語検定試験などで高いスコアを取ることが
できました。多くの大学では、入試時に英検や IELTSなどのスコア
を提出することで英語試験が免除されることがあり、このような制度
を有効活用して様々な大学にチャレンジすることができます。二つ目
は留学先での経験により視野が広がり、自分が大学で学びたいこと
や将来の目標などを見つけたことです。この発見は受験する大学を
決定する際に大いに役立ち、将来を見据えた選択をする事ができま
した。三つ目は、留学を通して強い精神力を手に入れることができた
ことです。家族や友達と離れての生活は辛いこともたくさんありました
が、それらを乗り越えられた経験と自信は、その後の受験生活を乗り
切る糧となりました。
　これらの学びをこれからの大学生活で活かしていきたいと思ってい
ます。

卒業生
早稲田大学国際教養学部1年（GLAC １期生 茨城中出身）

友　常　理　子
高校時代 IELTS 6.5 英検準１級 取得

茨城高等学校・中学校は、２０１９年に
医学コースを設置しました。同コース

は、水戸医療センター、国際医療福祉大学
と連携協力関係を結び、体験的、実践的な
探究学習活動を実施し、医学部、医療系学
部進学を希望する生徒を対象に充実した支
援体制を整えています。
　また、２０２０年には国際教養コースを設
置。グローバル教育に特化し、高校２年時
に半年間の海外留学を行う同コースは、カ

リフォルニア大学デービス校（UC Davis）
国際教育センターと連携し、同大学教員の
藤田斉之氏をアドバイザーにむかえ、全国
的にも最先端といえるグローバル教育を実践
しています。
　このたび国際教養コースの教育実践を広
く学校外の方々にも知っていただくことを目
的に、国際教養コース高校３年生による「留
学報告会」を実施するはこびとなりました。
多くの方にお越しいただければ幸いです。

　茨城高等学校・中学校は、昭和２年２月
飯村丈三郎先生により報恩感謝を自らのもの
とする社会人を育むことを建学の精神として
設立され、まもなく創立１００周年を迎えます。
　令和元年に医学コースを新設し、本年３
月、卒業生のうち25 名が医学部医学科に

合格しました。また同２年に新設された国際
教養コースを卒業した第１期生の14 名は、
海外大学を含む語学教育に優れた大学に
進学しております。本年、国際教養コースに
入学した33名は、来年ニュージーランドの高
校での半年間の留学生活をします。その体
験は大きな成果につながるものと思います。
　卒業生の皆さんが、本校で学んだ報恩感
謝を礎に、グローバルに社会で活躍すること
を期待しております。

ごあいさつ
茨城高校

理事長　種田　誠

　21世紀も間もなく４分の１が過ぎようとす
る現在、世界は大きな転換期を迎えている
と言われます。ＡＩの革新的進歩、グローバ
リズム、気候変動問題など複合的な要因
が社会を変えていく中、子どもたちは誰も
解いたことのない問いの前に立ち、誰も経

験したことのない未来を生きることになりま
す。新たな時代に必要な新たな学力という
課題に、本校が出した二つの答えが、医学
コースと国際教養コースです。
　半年間の留学を必修とする国際教養
コースの学びは、圧倒的な英語力の獲得
はもちろん、多様な価値観を受容しつつ個
としてのアイデンティティを確立したグロー
バル人材の育成を可能にします。留学報
告会への皆さまのご来校を心よりお待ちし
ています。

ごあいさつ
茨城高校

校長　梶　克治

　現在の高度な情報社会とソーシャルメディア、或
いは仮想空間と実社会との融合（メタバース等）の
益々の進化により私達の社会のあり方が非常に速
いスピードで変化しています。そのような数年後の社
会のあり方自体が見通せない中で必要とされる力は
所謂 Soft Skillsと呼ばれる人間が元々有している

力、人間力です。茨城高校国際教養コースでは言
語としての高度な英語力の習得と5か月間の必須
の海外研修等を通して総合的な人間力の形成が
自然な形で身に付けるよう工夫されています。私が
週一回 Zoomで担当するアカデミック・スキルズで
は答えの無いテーマを毎回議論することで様 な々価
値観に触れ自分を見つめる機会を提供しています。
今年卒業した第１期生は素晴らしい成果を上げこ
れからの日本、ひいては世界を担うリーダー達です。
茨城高校国際教養コースは日本における国際教育
の在り方に関し一つの答えを提供しています。

ごあいさつ

茨城高校GLACアドバイザー
UC Davis 国際教育センター

藤田　斉之

GLAC（国際教養コース）留学体験記

茨城高等学校

　私は中学３年生から高校卒業まで医学コースに在籍していま
した。医学コースでの活動は医学部合格を勝ち取る上で大変
有意義でした。今回、私の印象に残っている内容を三つご紹
介します。
　一つ目は、医学部へ進学した卒業生の体験談を聞けたこと
です。先輩方が医学部に合格するまでにどのような道を歩まれ
たのかを伺ったことや私達の様 な々質問に対して的確にアドバイ
スを頂けたことは大変参考になりました。
　二つ目は、大学の医学部や地域の医療センターへの見学に

行けたことです。自分のモチベーションを高めるのにとても効果
的でした。受験期は毎日勉強することになりますが、時には机
から離れて実際の現場を目で見ることで、将来自分がその場で
学んだり働いていたりする姿を想像することで勉強へのやる気を
高めることができました。
　三つ目は、面接練習です。医学部入試には学科試験の他に
面接試験があります。面接試験の内容は大学ごとにさまざまで
あるため、どう対策するべきなのか自分だけでは分かりません。
医学コースの先生方に大学に合わせた練習を何度もご指導い
ただいたことで、自信を持って本番に臨むことができました。
　皆さんも是非、医学コースの門を叩いて医学部合格を勝ち
取って下さい。

卒業生
筑波大学医学群医学類１年（医学コース　茨城中出身）

増　子　武　児
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R04 医学コース大学合格実績

国公立大学
大学名 学部名 人数

筑波大学 医・医 １
群馬大学 医・医 １
福島県立医科大学 医・医 １
旭川医科大学 医・医 １

私立大学
大学名 学部名 人数

自治医科大学 医・医 １
順天堂大学 医・医 １
国際医療福祉大学 医・医 2
昭和大学 医・医 1
東京医科大学 医・医 2
北里大学 医・医 3
獨協医科大学 医・医 3
その他の私立大学 医・医 8

R04 国際教養コース大学合格実績
GLAC１期生14名中、50％が早慶上智ICUに合格!

大学名 学部 人数
The University of Edinburgh 世界ランキング29位 1
King’s College London 世界ランキング35位 1
The University of Manchester 世界ランキング54位 1
他　海外大学 ２
2023Times Higher Education 調べ　※東京大学 39位　京都大学 68位

早稲田大 国際教養 2
スポーツ科学 1

慶應義塾大 文 1

上智大
外国語 1
文 1
法 1

国際基督教大 教養 1
青山学院大 総合文化政策 1
明治大 法 1

立教大
GLAP 1
スポーツウェルネス 1
社会 1

その他 18

医学部医学科25名合格！


